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★7月号の特集は 『運動会をとらえなおしてみる』（19頁～） 

◆「読者のみなさんに聞きました」では、①子どもの成長を共に喜びあえるうちの

園の運動会、②運動会の意義・原点を話しあっていますか、③子どもに負担にな

っていない？、④運動会見直してよかったことなどたくさん報告されています。 

◆大阪府・アトム共同保育園では、運動会は子どもにとって非日常の緊張体験だか

ら、子どもの自己決定・自己表現の場として、４・５歳児を対象に「アトムフェ

スティバル」として開催しています。(27頁) 

◆実践は、①3 歳児から異年齢保育の京都市・旭ヶ丘保育園の子どもが主人公の運

動会、②名古屋市・こすもす保育園はふだんのあそびを運動会の 2 本。(28 頁～) 

◆小論：藤野友紀(札幌学院大学) (39頁～) 園の保育文化のなかに子どものあこが

れの種が蒔かれていて、そのあこがれの芽が子ども自身を励まし成長させる。運

動会にはそういうすてきな面がある。その一方、運動会には保護者や関係者の前

で「練習の成果を披露する」という側面も。あこがれのへの挑戦が、子ども自身

の喜びであるかどうか―――これが、運動会にむけての取り組みを見つめ直すと

きの一つの大きなポイント。子どもたちの声をどのように受けとめて返していく

か。クラス担任だけで抱え込んで悩むのはもったいない。保育をよりいいものに

していく大切なチャンスなのですから。園の職員みんなで、その学びの機会を活

かせたらいいですよね。 

★子どもの はどこにある？(58頁～) 池添 素さんの連載 28。ゲーム

とのつきあい方その３  向きあうのはゲームではなく子ども。☆「約束をしない」

という提案。「これはあなたのゲームですから、あなたが責任をもって、自分で管

理しなさい」「ゲームはやりすぎると視力が悪くなることや、朝起きられなくなる

かもしれません」とリスクは伝えたうえで、あくまでも自分で判断して行動を決め

るスタンスを提案します。☆そしてもう一つの提案は、ゲーム以外の楽しいことを、

おとなはたくさん考えてほしいことです。☆要求を押さえつけるほど、強い力でゲ

ームに取り込まれていくと考えられるのではないでしょうか。☆ゲームを通して、

まず子どもを信頼し、子どもからの発信をキャッチし、おとなからは楽しい活動を

働きかけ、長い人生をゲームやＳＮＳ中毒で塗りつぶさなくてもよい大人のふるま

いを提案してこのテーマを終えたいと思います。 

★きょうも、ぽっかりスィートで(68頁～)平松 知子さんの連載 112。 私たちの

問題として 前号に続き、沖縄のお話。私が一番胸に刺さったのは、平和に対する
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気持ちの部分でした。「地上戦では、やむなくわが子を殺した親も、母子で海に身

を投げた人も、そこまで米軍が来ている恐怖と、信じられないことに、日本軍は自

分たちを守ってくれないという絶望を突きつけられながら逃げたのです」「オジイ

たちは、そのときからずっと、本土は沖縄を守ってはくれないと言うのですよ」と。 

★１歳児の発達と保育（80 頁～)小川絢子さんの連載 4。「ことばの育ち」で

はなく「コミュニケーションの育ち」としたのは、ことばの増加だけではなく、

「自分の思い」を明確にもち、それをまわりの人に「伝えよう」とする意欲に注目

することが、一歳児においては大切。一歳児のコミュニケーションがゼロ歳児のそ

れと大きく異なるのは、意味のあることばを話し始めるということよりも。指さし

や身ぶり、そしてことばまでも用いて、子どもが「伝えよう」とする意欲を高め、

「伝えたい」中身を具体的にするという点にあると考えます。 

★保育、こんなとき どうする？どう考える（88 頁～)清水玲子さんの連載

16。抱っこをどう考える？ 抱っこは抱っこでちゃんとその子の要求に応えてあげる

ことに集中することが必要だし、あそびはあそびで、子どものあそびたい要求をキ

ャッチし、心行くまであそびを保障することが大切です。それぞれを通して子ども

の気持ちが育っていることを、私たちおとなはていねいにつかんでいくことが求め

られているのだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆九合研宮崎集会パンフの訂正 記念講演は、9/7(土)14：00～15：40 です。 
☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

◆全国合研の会場が一部変更に!! 8/4(日)、中京大学は使用しないことになりま

した。変更後の会場は、『ちいさいなかま』７月号の巻末の折り込みの通りです。 

福岡県保育センター総会…参加費無料 
【日時】６月１６日(日) 10 時～15 時   【場所】福岡市・あいれふ 講堂 

【講演】「福岡の保育～これまでとこれから」 

【講師】福井 英二 さん（常任委員長） 

・・・福岡県保育センターは、１９７７年の第８回九州保育団体合同研究集会の成功を機に、福岡県下各地

及び九州各県の保育関係者(保育者・幼稚園教諭・研究者・保護者など)のつながりを「恒常的な活動に」と

いう思いから、２年間の準備期間を経て、国際児童年の１９７９年にスタートしました。 

 来年９月、福岡市内の大学で第５０回九州保育団体合同研究集会を開催します。５０回の節目の集会の

成功を期し、本年の総会において、福岡の保育の歩みをふりかえり、未来の担い手である子どもたちの保

育について展望します。保育・幼児教育「無償化」問題の最新情報など保育情勢の特別報告もあります。 

講演はどなたも聞けます 


